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2020年度  卒業予定者紹介
2020年度  ご卒業の皆さんを紹介致します。

奥野　勝也 君
入会：2018年１月

地域力創造委員会 委員長

亀田　寿幸 君
入会：2018年１月
教育推進委員会 委員長

三橋　裕樹 君
入会：2012年１月
副理事長

石井　伸一 君
入会：2015年１月
副理事長

池原　　巧 君
入会：2012年１月
地域力創造委員会
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入会：2015年１月
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第
六
十
三
代
理
事
長

堀
江 

雄
介

　

未
だ
終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
最
前
線

で
向
き
合
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
、
そ
し
て
治
療
さ
れ
て
い
る
方
々
の
一
刻
も
早
い
回
復
を
願

う
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
影

響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
へ
〜
常
に
挑
戦
者
で
あ
れ
〜
」　
こ
の

言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
メ
ン
バ
ー
で
青
年
会
議
所
運
動
に
邁

進
し
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
、
先
輩
諸
氏
、
そ
し

て
関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
は
現
役
メ
ン
バ
ー
の
運
動
に
対
し
、

本
年
も
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
、
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
学
生
達
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
ら
行
動
を

起
こ
す
こ
と
に
つ
な
げ
た
教
育
推
進
事
業
、
地
域
住
民
と
共
に

知
恵
を
出
し
合
い
北
見
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
べ
く
日
本

全
国
各
地
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
を
募
る
こ
と
に
成
功
し
第
十
二
回

北
見
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
オ
ン
ザ
ウ
ェ
ブ
を
開
催
し
た
地
域

協
働
事
業
、
昨
年
の
北
海
道
地
区
大
会
北
見
大
会
の
成
果
と
し

て
「
結
の
力
」
を
テ
ー
マ
に
北
見
市
内
に
お
け
る
各
青
年
団
体

と
手
を
携
え
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
と
い
う
新
し
い
価
値

を
生
み
出
し
た
地
域
力
創
造
事
業
、
自
社
企
業
へ
の
還
元
や
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
た
青
年
経
済
人
育
成
事
業
、
北
見

青
年
会
議
所
の
認
知
度
と
存
在
価
値
を
高
め
た
総
務
広
報
事
業
、

青
年
会
議
所
の
本
質
と
新
た
な
己
と
自
身
の
存
在
価
値
を
見
出

し
次
代
に
紡
ぐ
人
財
へ
と
成
長
さ
せ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
、
各

例
会
及
び
事
業
を
行
う
度
に
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
肌
で
感
じ
私

自
身
が
全
メ
ン
バ
ー
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
住
民
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
共
に
歩
ん
で
い
た
だ
い

た
仲
間
に
は
感
謝
の
心
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
住
み
暮
ら
す
北
見
市
の
た
め
、
ひ
い

て
は
地
域
の
た
め
、
そ
し
て
自
己
成
長
の
た
め
に
個
々
の
活
動

や
組
織
と
し
て
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
各
々
の
仕
事
や

家
庭
が
あ
る
な
か
、
貴
重
な
時
間
や
金
銭
、
そ
し
て
労
力
を
費

や
し
青
年
会
議
所
運
動
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
会

議
や
事
業
に
拘
束
さ
れ
る
時
間
に
つ
い
て
理
解
で
き
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
お
い
て

「
誰
も
や
り
た
く
な
い
」
「
誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
」
だ
け

ど
「
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
そ
ん
な
活
動
を
青
年

で
あ
る
私
た
ち
が
率
先
し
て
行
う
こ
と
が
、
こ
の
北
見
市
に
希

望
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
未
来
あ
る
子
供
た
ち

が
大
人
に
な
っ
て
も
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
北
見
市
を
誇
ら
し
げ

に
語
っ
て
く
れ
る
、
そ
し
て
暮
ら
し
続
け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な

未
来
を
信
じ
て
全
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て

き
ま
し
た
。
今
す
ぐ
目
に
見
え
る
成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
の
運
動
が
未
来
に
向
け
た
希
望
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
二
一
年
度
も
山
口
次
年
度
理

事
長
予
定
者
を
筆
頭
に
未
来
に
向
け
た
私
た
ち
の
運
動
に
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
安
心
安
全

な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
し
て
私

か
ら
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
。

題字／第63代理事長 堀江雄介

　北見経済センターにて11月第１例会「Let
,
sスキル

アップ！～可能性を広げられる人材へ～」が開催さ
れました。地域経済に好循環を生み出すため企業の
成長を推し進めるための資質を向上し、自社企業の
発展に寄与できる人財へと成長する一助とする事を
目的として開催されました。
　マーケティングの定義を始めとしてなぜマーケ
ティングが必要なのか、マーケティングの流れを実
際の企業の例を交えながらマーケティングについて
学び、自社企業への還元につながる例会となりまし
た。

11月2日（月）
担当：青年経済人育成委員会11 月第１例会11 月第１例会

　11月第２例会　大同団結　～強い地域へ！～が開催されました。
地域の魅力を再認識し、実感していただくことで、地域力の創造から
賑わいのある地域につなげることを目指し開催されました。
　本年５月に（公社）北見青年会議所が発起人となり、まちづくりに携
わる様々な団体とフラットな関係で発足したきたみ結心会がふるさと
納税返礼品として開発したレトルト食品のオホーツク北見塩やきそば
ｓｅｔをスーパーアークス桜町店、イトーヨーカドー北見店、ラルズ
マート留辺蘂店、ショッピングえいじろう、東武イーストモール端野
店の市内４自治区、計５箇所に分かれて販売し、予定数を大幅に上回
る700食を販売いたしました。
　また、11月第２例会終了後、16：30よりきたみ結心会の活動報告会
及び親交会が北見市民スケートリンクにて開催されました。
　活動報告会では、辻直孝市長に対し、堀江理事長をはじめとするき
たみ結心会代表者たちより本年の事業となった「ふるさと納税返礼品
開発事業」、「ふるさと納税返礼品取扱い事業者推進事業」、「ガバ
メントクラウドファンディング提言書作成事業」の３事業について報
告を行いました。
　また、報道関係の写真撮影後、隣接するアイスホッケー場にて親交
会が開催されました。
　冒頭、辻市長よりきたみ結心会メンバーに活動に対する感謝と御
礼、今後の活動に対するご期待を込めたご挨拶をいただきました。オ
ホーツク北見塩やきそばｓｅｔの販売元となっていただいた㈱ツムラ
の津村社長とともに開発した商品の試食会を行い、盛況のうちに閉会
となりました。

11月14日（土）
担当：地域力創造委員会11 月第 2例会11 月第 2例会

2021年度 新入会員募集中新入会員募集中
　新入会員の情報を募集しています。友人・知人・仕事関係の方で情報がございましたら是非
現役メンバーにお声がけください。メンバー全員が会員拡大プロジェクトメンバーです。日頃より
現役メンバーを温かく見守り、ご支援いただいておりますＯＢ会員の皆様から一つでも多くの情
報をお待ちしております。

公益社団法人 北見青年会議所
〒090-0065 北海道北見市寿町3丁目1-19
TEL.0157-24-2762　FAX.0157-24-2769

http://www.kitamijc.or.jp　E-mail:info@kitamijc.or.jp



2020年度  直前理事長  御礼2020年度  直前理事長  御礼

2020年度  各委員会  御礼2020年度  各委員会  御礼

出向者連絡会議  御礼出向者連絡会議  御礼

地域力創造委員会 委員長 奥　野　勝　也
　私たち地域力創造委員会は新設の委員会として「大同から生み出す強い地域」というテーマのもと、賑わい溢れる地
域を目指し、地域の抱える問題の解決や地域の価値を高めていく力である地域力の向上に取り組んで参りました。
　３月第２例会自体は新型コロナウイルスの影響で中止になりましたが、構築段階やアンケートから会員減少の続く
様々なまちづくり団体が団結して事業を行う重要性を対内、対外ともに認識していただけました。
　その後、北見青年会議所が音頭を取り、関係諸団体とともに「きたみ結心会」という新たなまちづくり組織を設立し
ました。きたみ結心会では北見市の税収増から様々な課題を解決しようと「ふるさと納税返礼品開発事業」、「ふるさと
納税返礼品取扱い事業者推進事業」、「ガバメントクラウドファンディング提言書作成事業」を行い北見市長へ直接報告
を致しました。
　また、11月第２例会では地域の魅力を感じていただくため、きたみ結心会で開発したふるさと納税返礼品であるオ
ホーツク北見塩やきそばのレトルト商品を市内４自治区に分かれて販売しました。400食という目標を大幅に上回る700
食を販売し、多くの市民に北見市の魅力を体感していただいたことで地域力の向上を図れたと感じています。
　１年を通し、沢山のメンバーや先輩諸氏の皆様のご協力をいただく事で何とか やり遂げる事ができました。多くの皆
様にお世話になった事、沢山の学びを下さった事に 感謝を申し上げます。誠に有難うございました。

総務広報会員拡大委員会 委員長 横　田　真　志
　本年、総務広報会員拡大委員会は発信を共感につなげるべく、（公社）北見青年会議所の活動
について効果的な情報発信を心がけて活動を行ってまいりました。
　先輩諸氏の皆様には新年交礼会、若いちからの発行を通して本年度の活動について発信をさ
せていただき、会員拡大においてはシニアクラブ会員の皆様には情報提供のお願いをさせてい
ただきまして多大なるご理解とご協力をいただきましたことに深く感謝を申し上げます。先輩
諸氏の皆様からのご理解、ご協力を賜ることでLOMメンバーと共に青年会議所運動に邁進し、
様々な学びを得て委員会メンバー一同の成長につながったと考えます。
　１年間本当にありがとうございました。

地域協働委員会 委員長 湊　　　雄　裕
　地域協働委員会は、「Make　Progress　～輝く地域を目指して～」をテーマに、２月には50
名の地域住民の方々と北見市に必要な協働事業について語り合いました。北見ハーフマラソン
大会実行委員会は、例年とは異なる生活環境の中、現在できる“北見ハーフマラソン”を追求
し、Web開催という初めての試みをさせていただきました。Webというこれまでとは異なる形
式に対してどれほどの方が参加していただけるのか不安はありましたが、約1,000名のランナー
の方がエントリーしていただき無事に大会を開催することができました。対面で多くのラン
ナーの方や北見ハーフマラソン大会実行委員会のメンバーと大会当日を迎えることは叶いませ
んでしたが、現在できる状況下で北見市の魅力を発信していくことが出来たと考えています。
　ご協力頂きました先輩諸氏の皆様に心より感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。

　教育推進委員会は、「輝け！未来の担い手たち～愛郷心と豊かな心を育み未来を描け～」を
テーマに、８月にはこれから子どもたちが向き合うＩＣＴ活用、情報活用能力について学ぶ例
会を開催し、オホーツクきたみ学生連合とともに７月には香りゃんせ公園クリーン作戦、10月
には北見くるみ幼稚園遊具補修を開催いたしました。
　新型コロナウイルス感染症の影響もありましたが、「今できること」を探し行動することで
多くの仲間たちと強い絆が生まれたと感じています。
　ご協力頂きました先輩諸氏の皆様に心より感謝申し上げます。１年間ありがとうございました。

青年経済人育成委員会 委員長 日　笠　明　菜
　青年経済人育成委員会は、３分間スピーチと、３つの例会を担当させていただきました。２月第２例会
では思いやりを持った能動的な人財へ、５月例会ではビジネスの機会に挑戦できる人財へというテーマの
もと構築、準備をしていましたが新型コロナウイルスの影響で残念ながら中止となりました。11月第１例
会ではビジネスの可能性を広げられる人財へというテーマのもと例会を開催させていただきました。マー
ケティングの基礎となる部分を学び、実践するきっかけとなりました。３分間スピーチではアカデミーメ
ンバーは自己紹介、ＬＯＭメンバーは職務の今後の展望というテーマでスピーチを行いました。伝える力
と聞く力の向上ができ職務へ還元できるスキルの向上を図るきっかけとなりました。
　１年を通し、沢山の皆様のご協力をいただいたことに感謝申し上げます。誠にありがとうございました。

アカデミー委員会 委員長 木　内　寿　樹
　アカデミー委員会では、青年会議所を体感せよ～次代を紡ぐ人財となるために～をテーマに
１年間活動をさせていただきました。入会１年目のアカデミーメンバーにＪＡＹＣＥＥとして
の心構えや知識を学び、どのような状況下においてもあきらめず挑戦し青年会議所運動に取り
組むことで、強い向上心を持つことができました。本年度、アカデミーメンバー一人ひとりの
青年会議所活動から自身の可能性を広げたことで、今後の青年会議所運動におけるアカデミー
メンバーの活躍を期待しております。最後に１年を通じて先輩諸氏やＬＯＭメンバーから多く
の協力や学びをいただいたことに心より感謝申し上げます。

　地区大会を終えての本年度。コロナ禍という中で様々なことを考えさせられる一年でした。これからのＬ
ＯＭの組織としてあるべき姿とは何か。そしてこれからのＪＣとしてあるべき姿とは何か。10年間時代の変
化の中で見た協働の先を今後も模索し続けていくことと思います。“公益社団法人北見青年会議所はいつも
身近であってほしい“ その願いと多くの御指導、御鞭撻を頂きました先輩諸氏の皆様に心からの感謝を申し
上げ、御礼の挨拶と代えさせていただきます。

2020年度直前理事長　山　中　大　輔

　出向者連絡会議議長として一年間活動させていただきました。
　本年度、「事上磨錬～さらなる LOM の飛躍に向けて～」をテーマに掲げ、多くの出
向者を輩出し、LOM の発展のため役割と責任のもと（公社）日本青年会議所及び北
海道地区協議会の各事業、諸会議への参加や他 LOMとの交流を図って参りました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、遠軽青年会議所と行ってきた４月第１例会　２ LOM１合同例会は
中止となり、また各種イベントの中止により、北方領土返還要求署名運動の推進も難しい 1年となりました。
しかし、コロナ禍でも他団体との連携を図り、来年に向けての活動を模索し、当事者意識を持って北海道の
諸問題の解決に向けて邁進してまいりました。ご支援、ご協力いただきました先輩諸氏の皆様、共に活動し
てきたメンバーの皆様に心より感謝申し上げます。一年間本当にありがとうございました。

議　　長　夏　川　卓　也

教育推進委員会 委員長 亀　田　寿　幸
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